【備えあれば憂いなし！転職をスムーズに進めるために実践したいこと3つ】
「転職」は人生の転機の1つであるともいえ、決断には勇気が必要です。しかし、一度転職を決断したのであれば、後は前進あるのみ。しっかり転職活動に備えておきたいですね。今回は転職を思い立ったら実践したい3つの備えについてご紹介していきます。
より説得力のあるスキルを見出そう！
転職を成功させるために是非行っておきたいのが「自分の特性を見出す」ことです。これは、自分がどのような性格でどういう人間であるかということを見つめ直すことではありません。人の性格は気分や体調などに左右されやすいため、性格に対する自己分析はあまり当てにならないからです。
この特性とは、あくまでビジネスを進めていくにおいて、発揮することができる自分のスキルのことを指します。具体例を挙げると「現在の会社で全く新しい企画を発案し、業績をアップさせた」などの経験を持っているとします。新しい企画を発案し、業績を上げたという事実が、「人にはないクリエイティブな発想力がある」ということを裏付けるものになります。事実から自分の特性を見出すことによって、説得力が生まれ、転職の際にアピールできる大切な情報になります。
また、資格や具体的な業績の数字などもアピールポイントを探す手掛かりになります。
職務経歴書を作成しよう！
自分の強みになるスキルを見出す
ことができたら、職務経歴書を作成しましょう。職務経歴書に自分の強みをまとめることによって、書面で内容を確認することができ、自信にも繋がります。また、職務経歴書をあらかじめ作成しておくことによって、気になる求人が募集された際、すぐに応募することが出来ますので、チャンスを逃してしまう可能性が少なくなります。チャンスを掴むにはタイムリーに行動することも大事です。そのためには、応募に必要になる履歴書などのその他の応募書類も準備しておくと
よいでしょう。
転職後の自分をイメージしよう！



転職を考える際、多くの方がまず、今と同じ職種で応募するのか、それとも未経験でもやってみたい職種に応募するのか考えることでしょう。同じ職種であっても業界や会社が変われば、働き方は変わってきますし、さらに経験の無い新しい職種に転職をする場合、転職後の自分について具体的なイメージを持つことが難しいこともあります。そのようなケースでは、具体的な希望企業に目標を定めてみると、転職後の働いている自分の姿をより具体的に想像しやすくなります。転職後の自分をイメージ出来ると、転職活動を前向きに進めていく推進力に繋がることでしょう。

【まとめ】上記３つの備えを実践し、転職成功につなげましょう！

転職は人生の大きな転機ですね。だからこそ、準備をしっかり行い、転職活動を進めていきましょう。ついつい「応募すること」や「求人の条件」などに意識がいきがちですが、まずは自分のことをしっかり把握して、転職した職場でどんな働き方をしていたいかイメージを持てれば、転職成功につながります。
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[監修専門家]
西澤 靖夫（キャリアカウンセラー）
一部上場のアパレル企業、43ヶ国で展開する外資系企業で事業責任者、年商20数億のサービス業中小企業で営業本部長兼人事部長を経て、転職の個別サポート塾「ジョブレスキュー」を運営する株式会社レスキューカンパニーを設立。
企業での採用経験とキャリアカウンセラーの資格を活かし、転職ＰＲの専門家として「職歴書を一緒に作りながら自信をつける」独自のサポートでお客様を転職成功に導いている。
企業で採用責任者としては、3,000名の書類選考、500名の採用面接の経験。転職ＰＲの専門家としては、既に100名以上の方の転職成功をサポートしてきた実績がある。
�下記の説明文ではスキルが主に語られているため


�資格や具体的な業績も「事実」のため


�前段の表題に沿った表現にするため


�元の文章の主旨を分かり易く表現し直しました。


�下の説明文の言いたいことが一つではなく、複数あり、論点に飛躍があるので、表題と一致していないため、表題を変更し、一つに絞りました。��また、前段の２つの表題が「〇〇（し）よう！」なので、それに沿って変更しています。


�表題に沿わないため


�未経験職への応募者だけに向けると対象が狭くなるので、転職者全体に向けた形になるよう修正しました。


�表題を分かり易く【まとめ】としました。


はじまりが「転職を決意したら」なのに、この段の元の文章では、「なかなか一歩を踏み出せない」と、まとめではなく、話が転じていたので、��まとめとして、転職成功　で結べるよう書き直しています。��この結びでよろしいでしょうか？�





